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金沢市歴史的風致維持向上計画（平成３０年３月２６日認定）
中間評価（平成３０年度～令和４年度）
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８ 街路・用水に見る歴史的風致・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９
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10伝統芸能が育む歴史的風致・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１
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中間評価（表紙）

中間評価シート



取り組み 事業の種別

Ａ 安江町界隈整備事業 歴史的風致維持向上施設の整備・管理

Ｂ 建築文化発信事業 歴史的風致維持向上施設の整備・管理

市町村名

中間評価（統括シート）

① 歴史的風致

歴史的風致 対応する方針

１ 金沢城・兼六園周辺に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ

２ 茶屋街に見る歴史的風致 Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

３ 寺院群に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅱ，Ⅳ

４ 旧武士居住地に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅱ，Ⅳ

５ 旧町人居住地に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅱ，Ⅳ

６ 河川に見る歴史的風致 Ⅱ，Ⅳ

７ 丘陵・台地に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ

８ 街路・用水に見る歴史的風致 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ

９ 茶の湯文化が育む歴史的風致 Ⅳ

10 伝統芸能が育む歴史的風致 Ⅳ

11 城下町と密接に関わってきた地域の歴史的風致 Ⅱ，Ⅳ

H３０～R４年

（様式１）

② 歴史的風致の維持向上に関する方針

効果

ⅰ 歴史的建造物の保全や活用に関する市民認知度の向上

ⅱ 移動の利便性向上

ⅲ 地域防災力の向上

方針

Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用

Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

金沢市 評価対象年度

③ 歴史まちづくりの波及効果

④ 代表的な事業
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項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 野田山墓地整備事業 サイン設置を12箇所整備等 あり H22～

2 長町景観地区保全活用事業 6件に補助 あり H26～

3 金澤町家再生活用事業 28件に助成 あり H22～

4 文化財保存助成事業 71件に助成 あり S24～

5 歴史的建造物保存活用事業 調査4件、修理復元2件 あり H21～

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅰ歴史的建造物の積極的な保全と活用

評価対象年度市町村名 金沢市 H３０～R４年評価対象年度

3

中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果

■金澤町家再生活用事業
空き家解消も含めた金澤町家の再生と活用を図るため、技

術及び財政面の支援を５年間で28件に対して実施した。その
結果、所有者や住民が主体となって金澤町家の再生活用が
図られ、個性豊かで魅力的なまちづくりが進んでいる。
また、歴史まちづくり計画策定前は、歴史的建造物の減少数
が約270棟/年だったものが、策定後には約140棟/年に減少
し、歴史的建造物の保存と活用が図られた。
■文化財保存助成事業

歴史的風致形成に寄与する文化財及び景観条例で指定さ
れている保存対象物の保存修理に対して、４年間で71件を助
成した。その結果、文化財の価値の維持及び向上が図られ
た。
■歴史的建造物保存活用事業

歴史的建造物の所有者の協力のもと、４年間で４件の調査
を行い、修理を２件実施した。また、令和４年度までに14件を
歴史的風致形成建造物に追加指定し、市民や観光客に広く
公開活用した。

（様式２）
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今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
【課題】第一期計画時点から、未指定の歴史的建造物の滅失は大きく減少したが、依然として止まって
いないため、さらなる対策を講じる必要がある。また、これまでも歴史的建造物の修理など維持や保全
に関して技術的・財政的な支援を行ってきたが、所有者(管理者)の負担は軽いとは言えない状況にあ
る。
【方針】貴重な歴史的建造物について、順次調査を実施することで、その価値の再評価や、未知の文
化財の価値付けを行う。また、現在の支援制度を継続するとともに、必要に応じて保全と活用のため
の支援制度拡充を検討する。

⑤ 今後の対応

引き続き、金澤町家再生活用事業や文化財保存事業により、歴史的風致を維持向上するととも
に、金澤町家の情報発信や相談、所有者に対し金澤町家再生活用事業の活用促進や金澤町家
情報バンクを照会するなど、継続的に協議をすることで建物の維持保全を図っていく。

④ 自己評価

金澤町家再生活用事業や文化財保存助成事業を着実に
実施することにより、歴史的建造物の毎年の滅失棟数が減
少するなど、歴史的建造物の保存と活用に寄与することが
できた。

まちなか区域にける昭和20年以前に建築された
木造建築物の推移（資産税課資料より）

歴史まちづくり計画

金澤町家の修景事例 R３



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 無電柱化事業 路線L=195m区間を実施 あり H18～

2 こまちなみ保存事業 20件に助成 あり H6～

3 川筋景観保全事業 緑化事業8件を助成 あり H29～

4 にし茶屋街緑地整備事業 事業完了（R2） あり H31～R2

5 眺望景観形成事業 助成制度の周知 あり R元～

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅱ 歴史的街並みの保全

評価対象年度市町村名 金沢市 H３０～R４年評価対象年度
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中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果

■無電柱化事業
無電柱化事業により、大野庄用水沿い路線L=約70m、安江町

界隈路線L=約125m区間の無電柱化及び道路修景整備を行っ
たことで、 良好な景観を創出し、安全・安心な道づくりを進める
ことができた。

■こまちなみ保存事業
こまちなみ保存区域において5年間で20件の修理・修景補助を

行ったことで、金沢らしい魅力を醸し出す景観要素を保存し、歴
史的な街並みとの調和を図ることができた。

■にし茶屋街緑地整備事業
にし茶屋街の玄関口にある老朽化した建物を解体し、質の高

い緑地を整備したことで、茶屋街の景観を向上させ地区の魅力
を一層高めることができた。

（様式２）
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大野庄用水沿い整備 Ｈ30

にし茶屋街緑地整備事業 R２

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
【課題】景観の阻害要素である電線類について無電柱化を進めてきたが、依然、未整備箇所が
残っている。今後も、歴史的な街並みなどにおいてさらに無電柱化を推進していく必要がある。ま
た、河川に見る歴史的風致の維持及び向上を図るため、川筋景観の保全に向けた施策を今後さ
らに展開する必要がある。
【方針】街路や用水など都市構造を継承する歴史的な街並みについて、これまで取り組んできた
歴史的文脈に沿った整備を引き続き進め、市民や訪日外国人を含めた旅行客が歴史的風致に
親しむことができる歴史的街並みの保全に努める。具体的な取り組みとして、無電柱化事業や用
水開渠化、こまちなみ保存区域の更なる保全のほか、川筋景観条例に基づく、助言・指導、技術
的・財政的支援を展開する。

⑤ 今後の対応

今後も歴史的街並みの保全のため、無電柱化事業やこまちなみ保存事業による継続的な技術
的・財政的支援を行っていく。また、金沢市用水保全条例や川筋景観保全条例により、歴史遺産
である用水や河川の保全を図っていく。

④ 自己評価

無電柱化事業の着実な推進やこまちなみ保存区域における
修理・修景に対する技術的・財政的支援を継続的に実施するこ
とで、歴史的な街並みの保全に繋がった。また、にし茶屋街で
は周辺環境と調和した新たな緑地を整備したことによって歴史
的風致の向上に寄与することができた。



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 良好な広告景観形成事業 屋外広告物等38件を撤去 あり H8～

2 観光案内板整備事業 サイン標示シート798箇所修繕 等 あり H21～

3 多言語化事業
新着情報をＨＰに8言語で掲載（年12回）

文化財の説明看板に多言語化用の
二次元コードを表記

あり H30～

4 人材育成事業 通訳ガイド等研修（延べ300人受講） あり H30～

5 公共シェアサイクル「まちのり」運営事業 サイクルポート54箇所追加（計75箇所） あり R元～

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

評価対象年度市町村名 金沢市 H３０～R４年評価対象年度
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中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果

■良好な広告景観形成事業
周辺景観を阻害する屋外広告物等の撤去に対する助成を活

用して、4年間で38件の撤去が行われた。その結果、良好な景
観の創出が進んだ。

■人材育成事業
金沢の歴史・文化を訪日外国人に正しく分かりやすく伝えるた

め、通訳ガイドを対象に研修及び講座を開催した。その結果、
通訳ガイドの知識の深化・ガイド力の向上が図られ、訪日外国
人の快適な滞在型観光に向けた「おもてなし」の体制が強化さ
れた。

■公共シェアサイクル「まちのり」運営事業
電動アシスト自転車の導入、IoTを活用した案内機能を強化し

たとともに、サイクルポートを54箇所追加し、計75箇所に拡大し
た。その結果、公共シェアサイクルの利便性が向上し、まちなか
における回遊性が高まった。

（様式２）
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通訳ガイドへの研修の様子 Ｒ３

電動アシスト自転車 Ｒ３

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
【課題】歴史的風致の維持及び向上のためには、その周辺環境において、建築物の高さや屋外
広告物等への対応が必要となる。また、路外駐車場の増加が街並みの連続性を喪失するなど、
過度のマイカーの流入が歴史的風致に影響を与えている。そして、本市を訪れる外国人旅行者
に対し、受入環境を整備することが求められている。
【方針】建築物の高さ規制や屋外広告物の規制等のまちづくりに関わる諸制度を積極的に活用す
る。また、歩行者・公共交通優先のまちづくりを推進する。さらに、外国人旅行者等の受け入れ環
境を整備するためのソフト面を中心とした事業を実施する。

⑤ 今後の対応

今後もまちづくりに関わる諸制度を活用するとともに、観光案内板整備事業や多言語化事業、
人材育成事業等を実施することで、歴史建造物の周辺環境の保全を図っていく。

④ 自己評価

公共シェアサイクル「まちのり」運営事業により、まちなかの回
遊性が高まり、歴史的建造物を訪れる機会の増加に繋がった。
また、良好な広告景観形成事業や人材育成事業により、歴史的
建造物の周辺環境の保全に寄与することができた。



項目 推移 計画への
位置付け 年度

1 各種子ども塾の開設 加賀宝生、金沢素囃子、工芸等7種 あり H14～

2 工芸工房開設奨励事業 家賃補助4件、開設補助9件 あり H10～

3 芸妓文化継承支援事業 後継者育成2件、奨励金159人 あり H2～

4 伝統産業技術研修者育成事業 技術研修者等114名に奨励金 あり H2～

5 （公社）金沢職人大学校の活用 本科修了378名、修復専攻科282名 あり H8～

② 事業・取り組みの進捗

評価対象年度

方針 Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

評価対象年度市町村名 金沢市 H３０～R４年評価対象年度
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中間評価（方針別シート）

③ 課題解決・方針達成の経緯と成果

■各種子ども塾の開設
「金沢素囃子子ども塾」や「金沢工芸子ども塾」等を開催する

ことで、若年から金沢の伝統芸能等に親しむ機会を設け、後
継者の発掘、育成の一歩となっている。

■工芸工房開設奨励事業
中心市街地の空き店舗等を利用した工房の開設を支援して、

工芸家や職人の作業空間の確保を容易にし、伝統産業の活
性化を図った。

■伝統産業技術研修者育成事業
伝統産業の専門的知識及び技術を修得しようとする者等に

対して奨励金を交付している。その結果、伝統産業の担い手
育成、確保が進み、伝統産業の振興が図られつつある。

■金沢職人大学校の活用
修了生が金沢城公園整備事業のほか伝統的建造物修理等

の現場で学んだ技術を実践するなど、石工、大工をはじめとす
る伝統の職人技が継承されている。

（様式２）

6

加賀宝生子ども塾
狂言教室練習風景 R３

金沢素囃子子ども塾
練習風景 R３

今後の対応 継続展開

① 課題と方針の概要
【課題】伝統行事や伝統文化、工芸技術は、金沢の歴史的風致に厚みと奥行きを感じさせる重要
な要素である。しかしながら、現在、その保存意識低下への対応や後継者の育成が急務となって
いるものが少なくない。
【方針】地域コミュニティの活性化等により、地域の結びつきを再構築するとともに、各伝統行事の
歴史的価値の再認識と確実な継承を図る。また、次世代を担う子どもや地域住民の人材育成、伝
統産業の振興を図るための環境整備、各種施策を積極的に推進する。さらに、金沢職人大学校
を活用し、伝統技術後継者の育成に努める。

⑤ 今後の対応

伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成に関して、引き続き各種取り組みに
対して支援を行っていく。

④ 自己評価

各種こども塾の開設を通して、次世代を担う子どもが伝統芸能
を親しむ機会の増加に繋がった。職人大学校の修了生は県内
に留まらず、県外の伝統的建造物の復元、修理にも携わってお
り、日本全体の歴史的風致の維持向上に寄与している。

職人大学校 授業風景



評価対象年度

効果 ⅰ歴史的建造物の保全や活用に関する市民認知度の向上

H３０～R４年評価対象年度市町村名 金沢市

7

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果

■特定金澤町家登録数
再生活用の可能性があるにも関わらず、検討されないまま解体に至る場合が多いことから、平

成31年度の金澤町家条例の改正に伴い、解体90日前の事前届出制とした。また、金澤町家の所
有者がその価値を再認識し、愛着や誇りを持っていただけるよう特定金澤町家登録制度を創設し
た。制度開始から３年で、累計124件が登録された。

■町家相談件数金澤町家の所有者がその価値を再認識し、愛着や誇りを持っていただけるよう
所有者からの町家の活用に関する相談、新たに町家に住みたいと考えている人や店舗として活

用したいと考えている人等からの相談の件数が年々増加傾向にある。

【成果】
特定金澤町家の登録数が着実に増加するとともに、町家相談件数が年々増加傾向となっている。

（様式３）

7

⑤ 今後の対応
今後も金澤町家再生活用事業等の歴史的風致の維持及び向上に資する各施策を実施するこ

とで、歴史的建造物の保全や活用に関する市民認知度の向上を図っていく。また、歴史的な街並
みの保全や歴史的建造物の周辺環境の保全を行うことで、来街者に対する「歴史都市金沢」の
認知度向上にも努めていきたい。

① 効果の概要

特定金澤町家登録数や町家に関する相談件数が増加するなど、歴史的建造物の保全や活用
に関する市民認知度が向上した。

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 金澤町家再生活用事業 あり H22～

2 金澤町家の保全及び活用の推進に関する条例 あり H25～

3 金澤町家保全活用推進基本方針 あり H25～

4 特定金澤町家登録制度 あり H31～

② 関連する取り組み・計画

町家相談件数(金澤町家情報館+歴史都市推進課)

金澤町家再生活用事業による金澤町家の修理修景や特定金澤町家登録制度により、歴史的
建造物の保全と活用が図られている。

金澤町家情報館

④ 自己評価
各種施策を利用した金澤町家の保全・活用事例が増えたことで、市民認知度も高まり、町家の

保全や活用に対する新たな好循環が生まれている。



評価対象年度

効果 ⅱ 移動利便性の向上

H３０～R４年評価対象年度市町村名 金沢市

8

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果

■MaaSコンソーシアムによる取り組み
○webアプリ「デジタル交通サービス『のりまっし金沢』」を2022年4月より本格実施した。従来、

紙で販売されてきたバスの金沢市内一日フリー乗車券がデジタル化された。
○鉄道とバスの連携強化のため、鉄道とバスの乗継きっぷの販売が開始された。
○金石・大野周遊シャトルバスでのデジタル乗車券が使用可能となった。

■バス事業者による取り組み
まちなかの対象店舗又は商店街で一定額以上の商品の購入、又は飲食した人に対し「お帰り

乗車券」を提供。公共交通の利用促進、回遊性の向上、渋滞緩和に寄与している。

■公共シェアサイクル「まちのり」運営事業
歴史的風致形成建造物の指定や歴史的街並み

の保全が進む箇所に公共シェアサイクルのポート
の整備が促進された。

【成果】
バスをはじめとした公共交通のデジタル交通サー

ビスの実施や公共シェアサイクルポートの整備が

推進された。

（様式３）
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⑤ 今後の対応

引き続き、歴史的風致形成建造物の指定や歴史的街並みの保全など各施策により中心市街地
の魅力を高めていくことで、移動利便性の向上に繋げていきたい。

① 効果の概要

バスをはじめとした公共交通のデジタル交通サービスの実施や公共シェアサイクルポートの整
備が進むなど、移動利便性が向上した。

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 第２次金沢交通戦略 なし H28～

2 公共シェアサイクル「まちのり」運営事業 あり R元～

② 関連する取り組み・計画

④ 自己評価
歴史まちづくりに伴うまちなかの魅力向上が観光客の増加に寄与し、その対応としての公共

シェアサイクル等は、回遊性の向上にもつながっている。

歴史的風致形成建造物とまちのりポートの分布図

公共シェアサイクル「まちのり」運営事業によるポートの拡大により、まちなかにおける回遊性が向
上するなど歴史的建造物の周辺環境の保全が図られている。



評価対象年度

効果 ⅲ 地域防災力の向上

H３０～R４年評価対象年度市町村名 金沢市

9

中間評価（波及効果別シート）

③ 効果発現の経緯と成果

■無電柱化事業
無電柱化事業は、良好な都市景観の形成とともに、電柱倒

壊による被害を防ぐなど、防災機能の強化にも寄与するもの
である。市では、無電柱化推進実施計画に基づき、緊急輸送
道路とともに、避難路としての機能も有している細街路の無電
柱化を面的に進めている。

■防火水槽設置
伝建地区は木造建築物が密集し、狭隘な道路も多いため

火災、地震等に対する備えが重要である。消火栓に加え、
地震時等による断水時に有効な耐震性防火水槽を設置する
ことにより、消防水利の充実を図り、地区の火災に対する安
全性をより一層高める。

■住宅用火災警報器設置
東山ひがし地区、主計町地区に無線式連動型の住宅用

火災警報器を設置。東山ひがし地区は機器設置から10年を
迎え、R2年度及びR3年度で更新、主計町地区はR5年度に
更新を予定している。

【成果】
緊急輸送道路及び細街路の面的な無電柱化整備の実施、

耐震性防火水槽の設置や無線式連動型住宅用火災警報器

を設置した。

（様式３）
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⑤ 今後の対応
今後も緊急輸送道路及び細街路の面的な無電柱化整備の実施や各種防災事業を推進してい

くことで、地域防災力の向上を図っていく。

① 効果の概要

緊急輸送道路及び細街路の面的な無電柱化整備の実施、耐震性防火水槽の設置や無線式
連動型住宅用火災警報器の設置等、地域防災力の向上が図られている。

他の計画・制度 連携の位置づけ 年度

1 金沢方式無電柱化推進実施計画 あり H21～

2
伝統的建造物群保存地区防災計画
（東山ひがし、主計町、卯辰山麓、寺町台）

なし H13～

② 関連する取り組み・計画

④ 自己評価
無電柱化による災害時の安全性向上のほか、各種防災事業の実施に伴い、地域コミュニティ

で定期的に防災訓練が実施される等、地域防災力の向上につながっている。

金沢方式無電柱化推進実施計画に基づき、安全な歩行空間の確保や美しい都市景観の形成を図っ
てきた。また、各地区の伝統的建造物群保存地区防災計画に基づき、耐震性防火水槽の設置、連動
型住宅用火災警報器や消火器の設置、防災マニュアルの配布や防災訓練を実施した。

大野庄用水沿い整備 Ｈ30

寺町台地区 防災訓練状況 Ｒ３



外部有識者名

外部評価実施日

H３０～R４年評価対象年度

取り組み Ａ 安江町界隈整備事業

評価対象年度市町村名 金沢市

10

中間評価（代表的な事業の質シート）

① 取り組み概要

【目的】
安江町界隈を流れる用水は、まちなか辰巳用水として保全指定さ

れており、かつては城下町金沢の形成過程で重要な要素をなす惣
構があった場所でもあるが、そのほとんどが暗渠化されていた。

そこで、可能な箇所で開渠化することによって市民へのPRを含め
歴史遺産に対する保全意識の向上を図るととともに、開渠化区間
の道路修景整備と無電柱化を行うことで、安江町界隈の美しい都
市景観の形成を図る。

【事業概要】
金沢駅武蔵南地区の再開発事業に併せ、駅通り線までの約90m

区間において、周辺道路の修景整備を行うとともに、約125m区間
において無電柱化整備を行う。

また、辰巳用水として維持管理されている西外惣構の暗渠区間
（約90m）は、用水景観の保全のための修景整備（開渠化）を行う。

【

（様式４）
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④ 今後の対応

用水が藩政期からの都市構造を現在に伝える貴重な歴史遺産として市民に身近に感じてもらえ
るよう、歴史遺産探訪会や情報発信等を通じて、更なる保全意識の向上を図っていく。

整備前

整備後

② 自己評価

当該地点は、城下町金沢の都市構造を現在に伝える貴重な歴史遺産である用水（西外惣構
跡）と片町・香林坊から武蔵ヶ辻、金沢駅、金沢港に至る近代的な都市空間として開発や整備を
推進している都心軸が交わる地点であり、用水の整備と無電柱化及び道路修景等の整備を一体
的に行うとともに隣接して行われた民間施工の市街地再開発事業における敷地内の歩行環境へ
の配慮や協力により、本市のまちづくりのコンセプトである「保存と開発の調和」の具現化や歴史
的風致の向上に資することができた。

③ 有識者コメント

金沢市は歴史・文化が調和した独特の街並みを有する全国的にも珍しい魅力ある都市で
ある。特に街中に流れる多くの用水は、歴史を物語るとともに、都市に潤いをもたらして
いる。本取り組みは、暗渠化されていた用水と無電柱化及び道路修景を一体的に整備した
ものであり、近年、復元整備が行われた升形と併せて歴史都市の再生と都市開発が調和し
た事業として高く評価できる。さらに、民間事業との連携により、効率的な事業が行われ
ており、近隣の住民に潤いのある空間を提供できている。このような整備は，歴史都市金
沢の魅力をさらに向上させるものとして、評価できる。今後は、用水の魅力を広く市民や
観光客に伝えるとともに、周辺住民と協力して、用水路および用水水質の維持管理に努め
てほしい。

種別 歴史的風致維持
向上施設

【整備概要】
〔無電柱化・道路修景整備〕 〔用水修景整備〕 L=81.6ｍ
・ハンドホール設置工 N=4箇所 ・石積護岸
・無電柱化管路工 L=約125m    （H=1.2～2.0m） L=141.8m 
・景観舗装 A=約640㎡ ・底石張り A=約180㎡
・照明灯設置工 N=3基 ・車両用防護柵
・その他、道路付属施設 （H=1.1m） L=72m 

再開発区域

再開発
区域

再開発
区域

令和５年１月20日

池本 良子氏（金沢市用水保全審議会会長・金沢大学名誉教授）



外部有識者名

外部評価実施日

R２～R４年評価対象年度

取り組み B 建築文化発信事業

評価対象年度市町村名 金沢市

11

中間評価（代表的な事業の質シート）

① 取り組み概要

【目的】
藩政期の歴史的建造物を基調としつつ、多様な時代の建築物

が点在するモザイクのような街並みを次世代に継承していくため、
建築文化の裾野拡大の取り組みを行い、市民の建築やまちづく
りに関するリテラシーを高め、将来的な歴史的風致の維持及び向
上へ繋げる。

【事業概要】
多様な時代の建築物による街並みへの保全意識向上に向け,

市民とともに、建築とまちづくりについて考える金沢・建築文化会
議を開催するほか、金沢の建築文化の魅力や、歴史的背景を再
認識させる映像を作成し、現在のまちづくりの中心を担っている
世代に向けて発信する。

また、建築関連の事業を「金沢・建築月間」として一体的に周知
開催し、建築文化の普及と市民意識の醸成を図る。

・R2年度：子ども向け建築テキストブック5,000部を作成 等
・R3年度：金沢・建築文化会議に、市内外から400名が参加 等

（様式４）
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④ 今後の対応

今後も子ども達を始め多世代の市民に対して、各種イベントや情報発信を行い、建築やまちづ
くりに関するリテラシーを高めることで、歴史的な街並みの保全を図っていく。

子ども向け建築テキストブック

② 自己評価

金沢・建築文化会議や動画の作成及び配信、金沢建築月間の開催を通して、藩政期の歴
史的建造物を基調とした多様な時代の建築物の街並みに対しての保全意識醸成に寄与する
ことができた。また、「金沢・建築月間」として建築関連事業を取りまとめて一体的に開
催することで、これまで関心が低かった方に対しても意識の向上に繋げることができた。

③ 有識者コメント

金沢には、藩政期の街並や建築・構築物を中心に、各時代の施設や痕跡が積層している。こ
れらの各歴史資産の存在を顕在化し、人々が触れ親しみその価値と意義を再確認する機会を生
み出し、金沢のまちづくりに反映しつつ未来へ繋いでいくことは、金沢の歴史風致やアイデンティ
ティを強化する上で極めて重要です。

本事業での、フォーラム形式の「金沢・建築文化会議」は、年度毎のテーマと話題提供に寄与し
ている。／「……町家庭園探訪」等のまち歩きツァーは、新旧の建築や街並に人々が手軽に親し

み理解する機会を与えている。／「建築キッズプログラム」等は、多世代の人々への働きかけに
寄与している。／例年の「歴史的空間再編コンペティション」等は、まちづくりへの連動性と広く内
外への参加の促しを為している。等々……。

本建築文化発信事業においては、多面的かつ実践的な取り組みが図られ、併せて例年「金沢・
建築月間」を設定して集中的・連動的に関連イベントを開催し、効果的で参加性を促すものとなっ
ており、堅実な成果を上げていると評価できる。

今後も、マンネリ化や散漫化に注意しつつ継続し、一層の成果を上げていくことを期待します。

種別 歴史的風致維持
向上施設

金沢・建築文化会議 R3年度

令和５年１月６日

森 俊偉氏（金澤町家保全活用審議会委員・金沢工業大学名誉教授）



歴史的風致

H３０～R４年評価対象年度市町村名 金沢市

12

中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保全と活用
「金沢城公園整備事業」により、「鼠多門」、「鼠多門橋」の復元

等の整備が完了したことにより、都心地区の魅力が向上した。
復元等整備には、金沢職人大学校の修了生が中心となって活
躍しており、金沢職人大学校の技術伝承が活用された。 また、
「二の丸御殿」については埋蔵文化財調査など、復元整備に向
け取り組みを進めている。 これにより、金沢城および兼六園周
辺に見る歴史的風致の魅力の向上に大きく寄与した。

■歴史的建造物の周辺環境の保全

「観光案内板整備事業」により観光案内サインの修繕や観光地
案内路面標示サインを整備するほか、「加賀百万石回遊ルート魅
力向上事業」による回遊ルートマップの作成や、AR（拡張現実）に
よる歴史体験機能を備えた回遊ルートアプリをリリースした。

これにより、金沢を象徴する金沢城・兼六園周辺の回遊性が
向上し、市民、観光客が歴史的風致に触れる機会が増加した。

その他、金沢城および兼六園周辺におけるライトアップにより
良好な夜間景観を形成することで歴史的風致が向上した。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
百万石まつりや百万石茶会など 一年を通して様々な伝統文

化や伝統行事が繰り広げられる舞台となっており、金沢を象徴
する歴史的風致が維持されている。

（様式５）

12

観光案内板の整備状況 R元

鼠多門・鼠多門橋の整備状況
Ｒ２

１ 金沢城・兼六園に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期以降、金沢のシンボルとして都市核を形成する金沢城跡と兼六園及びその周辺は、金
沢を象徴する歴史的風致の中心を成す歴史的建造物が集積しているとともに、1年を通して様々
な伝統文化や伝統行事が繰り広げられる舞台となっている。

金沢城・兼六園周辺は、金沢の四季を彩る場として、伝統行事等を通して市民生活の中に溶け
込み、金沢を象徴する歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

引き続き、歴史的風致の中心を成す金沢城公園整備事業を進めていくとともに、周辺環境の保
全を行い、さらなる魅力の維持向上に努める。また、今後も金沢職人大学校を活用することで、歴
史的建造物の保全を図っていく。

③ 自己評価

金沢城公園整備事業を進めていくことで、金沢を象徴する歴
史的風致の向上に寄与している。更に、金沢職人大学校の修
了生による技術伝承が活用されており、歴史的建造物の保全
に寄与している。また、観光案内板整備事業等の回遊性を高め
る事業や一年を通しての伝統行事の実施により、市民、観光客
が歴史的風致に触れる機会の増加に繋がった。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

二の丸御殿の復元整備
埋蔵文化財調査の状況 Ｒ３
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的街並みの保全
にし茶屋街の玄関口にある老朽化した建物を解体し質の高い

緑地を整備したことで、茶屋街の景観を向上させ地区の魅力を
一層高めることができた。

■歴史的建造物の周辺環境の保全

「観光案内板整備事業」において、茶屋街の景観に配慮した
観光案内サインの修繕や、観光地案内路面標示サインの整備
等により、茶屋建築の魅力が引き立ったとともに、茶屋街間の
回遊性が向上し、茶屋街の魅力発信ができた。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
北陸では金沢のみに残る伝統芸能である「金沢素囃子」を子

どもたちに教えることを通じ、素囃子が有する固有の文化性（美、
礼節等）を人づくりに生かすとともに、金沢の伝統芸能を次代に
引き継ぐ裾野の拡大につなげることで、本市の伝統文化（特に
茶屋文化）の振興発展が図られた。

また「芸妓文化継承支援事業」により、芸妓の後継者に対し支
援を行うことで、それらの継承や育成を行うことができた。

（様式５）

13

金沢素囃子子ども塾
練習風景 R２

２ 茶屋街に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期から続く「ひがし」、「にし」、そして明治に入って公許された「主計町」（いずれも国選定重
要伝統的建造物群保存地区）の三茶屋街では、一般の町家建築とは趣の異なる茶屋建築が残っ
ている。「ひがし」には、「志摩」（国指定重要文化財（建造物））が残っている。また、このような昔
ながらの茶屋建築では、加賀百万石の伝統文化を示す踊りやお座敷太鼓、お座敷遊びなどの芸
能や茶屋文化「金沢素囃子」（市指定無形文化財）等が現在も華やかに息づいている。

金沢の三茶屋街は、それぞれが昔ながらの建築技術や伝統文化（茶屋文化）を継承しながら歴
史的風致を形成している。

④ 今後の対応

今後も歴史的な街並みの保全のため、建築物の修理・修景への支援事業の取り組みを進めて
いく。また、茶屋文化の振興発展に寄与するため、金沢素囃子子ども塾事業や芸妓に対する支
援を続けていく。

③ 自己評価

国選定重要伝統的建造物群保存地区の制度を中心に、にし
茶屋緑地整備や観光案内事業など周辺環境を保全していくこと
で、茶屋街に見る歴史的風致の向上に寄与することができた。
また、金沢素囃子子ども塾や芸妓文化継承支援事業を通して、
伝統文化の継承、後継者の育成に繋げることができた。

対応する方針
Ⅱ 歴史的街並みの保全
Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

金沢芸妓

金沢芸妓
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保存と活用
平成14年「寺社風景保全条例」に基づく「寺社風景保全区域」

（寺町寺院群、小立野寺院群）を定め、寺院群の歴史的風致の
保全に取り組んでいる。「伝統的寺社建造物修復事業」によって、
建物、土塀、山門の修復のほか、滅失した建造物の復元や歴
史的・文化的に価値のある石積みの復元に対して助成を行った
ことで、金沢の伝統的な佇まいを残す寺社風景の保全が図られ
た。

■歴史的街並みの保全

「旧鶴来街道（県道～六斗の広見、蛤坂）修景整備事業」及び
「専光寺野田線寺町3丁目～5丁目無電柱化事業」で、無電柱化
の管路工事等が実施された。

これにより、寺院群を安全に散策できる歩行空間の確保、美し
い都市景観形成のための整備が進んだ。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

寺社等の建物、土塀、山門、石積み等は、信仰や宗教行事等
の態様に則した特有の意匠となっている。それらの修理修復に
は卓越した職人の伝統技術が必要不可欠である。「子どもマイ
スタースクール」を通じて、藩政期から伝えられている職人の高
度な伝統技術を子どもたちが学び、体験することを通じて、後継
者の育成、職人の心意気の継承が図られた。

（様式５）

14

(都)専光寺野田線寺町3丁目
～5丁目無電柱化事業
管路及びハンドホール設置 R３

子どもマイスタースクール
授業風景(表具科） Ｒ３

３ 寺院群に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期に形成された卯辰山山麓、小立野、寺町の寺院群では、藩政期から広く庶民の間で信
仰されてきた宗教行事や民俗行事が盛んで、現在も季節ごとにそれらを寺院や神社で見ることが
できる。また、それぞれの寺院群では、境内を囲む塀の土台に石垣を多く見ることができる。

金沢の寺院群には様々な信仰・民俗に関わる伝統行事、宗教行事が市民生活の中に現在も息
づいており、各寺院群それぞれの特徴的な景観とともに、歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

今後も寺社風景の保全のため、建物、土塀、山門の修復に対して支援を行っていく。また、引き
続き無電柱化工事を推進していくことで、安全な歩行空間を確保するとともに、寺院群の歴史的
風致の向上に努めていく。

③ 自己評価

国選定重要伝統的建造物群保存地区の制度や伝統的寺社
建造物修復事業によって、寺院群に見る歴史的風致の向上に
寄与することができた。また、寺町寺院群では景観に支障となる
電柱や電線を移設するための無電柱化事業を進めることで、歴
史的街並みの保全に繋がった。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

旧鶴来街道(県道～六斗の広見、
蛤坂)修景整備事業
ハンドホール設置状況 R３
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保存と活用
金沢市を代表する旧武士居住地の長町景観地区では、「長町

景観地区保全活用事業」によって、 5年間で6件の建造物の修
理を行うほか、松の木の剪定・雪吊りを行うなど、地区内の伝統
的な街並みや慣習の保全が図られた。

■歴史的街並みの保全

こまちなみ保存条例に基づき指定した保存区域では、区域ご
とに保存基準を定め、届出制による建築行為等の規制、誘導や
修理修景に対し「こまちなみ保存事業」で費用助成を行っている。
旧武士居住地である旧彦三一番丁地区では、5年間で3件の修
理修景が実施され、金沢らしい魅力を醸し出す景観要素の保全
が図られた。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
歴史的風致を形成する重要な構成要素となっている武士系住

宅の建物や土塀、長屋門等の修復には卓越した伝統技術が必
要不可欠である。金沢職人大学校には「本科」と「修復専攻科」
があり、本科では手仕事によるものづくりの技能を学び、修復専
攻科では歴史的建造物を通じて歴史や文化、建築技術などの
知識を読み取り、未来に伝えるための技術を学ぶことで、金沢
に残る伝統的で高度な職人の技の伝承と人材の育成が図られ
ている。

（様式５）

15

こまちなみ保存事業 Ｈ30

松の木の雪吊り（長町） Ｒ元

４ 旧武士居住地に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期に城下の約6割の面積を占めていた武士居住地は、金沢城を中心に面的に広がってい
た。現在でも土塀の連続や長屋門など、その歴史的名残を市内各所に見ることができる。また、
旧城下町に残る武士系住宅では、土塀と土台の石垣が一体となった景観を創出している。

長町武家屋敷群跡に位置する「大屋家住宅」（国登録有形文化財（建造物））では、所有者が季
節ごとに建具を入れ替えるなど、歳事に合わせた昔ながらの生活習慣が見られる。

旧武士居住地は随所に歴史的名残を見ることができ、そこには時代背景や地域ごとの伝統的
な行事や文化が根付いており、金沢の歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

長町景観地区保全活用事業やこまちなみ保存事業等、今後も歴史的建造物や街並みの保全
を進め、金沢らしい魅力向上を図っていく。また、金沢職人大学校の活用を引き続き行っていくこ
とで、技術の継承、後継者の育成へと繋げていく。

③ 自己評価

長町景観地区保全活用事業やこまちなみ保存事業、金沢職
人大学校の活用により、旧武士居住地に見る歴史的風致の向
上に寄与することができた。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保存と活用
「金澤町家再生活用事業」により、金澤町家の内外部の修繕

や補強等に対し支援を行うことで、旧町人居住地の特徴である
昔ながらの町家建築をはじめとした伝統的な街並みの保全が
図られた。

■歴史的街並みの保全

「観音町通り無電柱化事業」により、無電柱化に向けた管路工
事等が実施された。

これにより、旧町人居住地を安全に散策できる歩行空間の確
保及び、美しい都市景観形成のための整備が進んだ。

また、こまちなみ保存条例に基づき指定した旧町人居住地の
旧天神町保存区域では、「こまちなみ保存事業」を活用して、５
年間で２件の修理修景が実施され、金沢らしい魅力を醸し出す
景観要素の保全が図られた。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
観音院では、藩政期より毎年「四万六千日参り」が行われ、観

音町をはじめとする旧町人居住地では、縁起もののとうきびが
軒先に吊される風景が現在も見られるなど、藩政期から続く町
人・商人文化が守られている。

（様式５）

16

金澤町家再生活用事業 R２

観音町通り無電柱化事業
管路設置状況 Ｒ３

５ 旧町人居住地に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期に城下の約3割の面積を占めていた町人居住地は、北国街道や往還の沿道に線的に広
がっていた。旧往還の沿道などには、間口が狭く両隣が建て詰まり、奥行の深い町家建築が現在
も残り、旧町人居住地の往時を偲ばせる。また、旧北国街道、尾張町界隈、安江町界隈では、旧
家の土蔵基礎や寺社境内外周の塀基礎などに石垣を見ることができる。

旧町人居住地は、藩政期から近代にかけての商業地としての風情を見ることができ、昔ながら
の町家建築や商人文化を継承し、金沢の歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

引き続き、金澤町家再生活用事業やこまちなみ保存事業を進めていくことで、旧町人地に見る
歴史的風致の向上に努めていく。また、無電柱化工事を推進していくことで、今後も歴史的な街並
みの保全を図っていく。

③ 自己評価

金澤町家再生活用事業やこまちなみ保存事業、観音町通りの
無電柱化事業により、昔ながらの町家建築の保全や歴史的な
街並みの保全を図ることで、旧町人居住地に見る歴史的風致
の向上に寄与することができた。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的街並みの保全

川筋景観保全区域を対象として、浅野川大橋右岸の桜植樹
のほか、民地の緑化や外壁修景補助を行ったことにより、犀川
と浅野川の良好な景観が保全された。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
［金沢百万石まつりに合わせた加賀友禅燈ろう流し（浅野川）］

近世城下町から引き継がれてきた都市構造、金沢城に代表さ
れる歴史遺産群、伝統文化や工芸技術など、金沢の歴史的風
致を活用したソフト事業の代表である「金沢百万石まつり」に合
わせて、友禅灯籠流しを行い、広く内外に河川に見る歴史的風
致の魅力を発信するとともに、市民の積極的な参加を促し、河
川に見る歴史的風致に触れる機会を創出している。

■歴史的風致形成建造物の指定
藩政期より犀川沿いで染物業を営む「平木屋染物店」(市指定

文化財）は加賀藩御用達の染元で現在も染物業を営むが、藩
政期から大野庄用水取り入れ口の「水門番」も長く務めていた。
河川に見る歴史的風致の維持及び向上を図る上で必要かつ重
要なものであることから、Ｒ３年度に歴史的風致形成建造物に
指定した。

（様式５）

17

川筋景観の緑化 R３

加賀友禅燈ろう流し
金沢市歴史的風致向上計画(第
2期)より

６ 河川に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

川幅が広く悠々と流れる犀川と、流れがやさしく繊細な情緒が漂う浅野川は、金沢を代表する河
川であり、民俗行事や伝統工芸が生業として色濃く残っている。また、犀川、浅野川の2つの流れ
は、卯辰山や小立野台地、寺町台地などの河岸段丘と一体となった景観を形成している。護岸の
多くは石垣で整備されており、川筋景観の構成要素として重要な役割を担っている。

金沢の河川空間はそれぞれ特徴的な生活風景と伝統文化が根付いた、歴史的風致を形成して
いる。

④ 今後の対応

今後も川筋景観保全条例に基づく、助言・指導、技術的・財政的支援を通して、河川に見る歴
史的風致の向上を図っていく。

③ 自己評価

川筋景観保全条例に基づく届出や川筋景観保全事業を通し
て、犀川と浅野川の良好な景観の保全に繋げることができた。
また、浅野川で百万石まつりに合わせて行う、加賀友禅燈ろう
流しについて、コロナ禍により２年連続で中止となったが、R４年
に３年ぶりに実施することができ、河川に見る歴史的風致の向
上に寄与することができた。

対応する方針
Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

歴史的風致形成建造物の指定
平木屋染物店主屋 Ｒ３．12
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保存と活用
野田山墓地は、「加賀藩主前田家墓所」を頂点に、武士、町人

層までの墓5万余が立ち並ぶ、城下町金沢の縮図ともいえる深
淵かつ歴史的な墓地である。また、「加賀藩主前田家墓所」の
緩衝地帯としての位置づけのもと、歴史的な墓地にふさわしい
環境整備を図るため、「野田山墓地整備事業」により、ゴミ集積
所整備やサインの設置を行った。

これにより、丘陵地である野田山の魅力が高まったとともに、
自然豊かな歴史的風致が保全された。

■歴史的建造物の周辺環境の保全
「斜面緑地保全育成事業」において、高木の植栽及び巨木の

適正管理（剪定、伐採等）を行った。
これにより、丘陵・台地に見る歴史的風致を構成する要素であ

る斜面緑地の保全が図られた。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
7月の盆参りでは、現在でも「切篭(キリコ)灯籠」が野田山をは

じめとした墓地の墓前に吊され、独特の景観が形成されている。
盆参りは、家族三世代で訪れる光景も見られ、市民のなかで金
沢独特の文化の継承が図られている。

（様式５）

18

写真

斜面緑地保全育成事業
巨木適正監理事業 R２

切篭(キリコ)灯籠

７ 丘陵・台地に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

金沢の特徴のひとつに卯辰山、小立野台地、寺町台地の３つの丘陵・台地で形成された起伏
のある地形とそれらに連なる野田山など、丘陵地の豊かな自然がある。

野田山丘陵の一角に野田山墓地があり、７月13日～15日の金沢のお盆の時期、緑濃い松林
の中に墓前につり下げられた多くの白いキリコが映え、独特の景観を見せる。

また、台地の縁など各所に坂路が多く見られ、藩政期に由来する名前の付いた坂も多く、眺望
点や生活道路として市民の身近な空間となっている。

このように、金沢の３つの丘陵・台地は、長い年月をかけて自然豊かな風景や独特の文化を
創り出し、歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

今後も斜面緑地の保全や、丘陵の環境を保全するため、斜面緑地保全条例に基づく取り組み
や、斜面緑地保全育成事業を実施していく。

③ 自己評価

野田山墓地整備事業や、斜面緑地保全条例による取り組み、
斜面緑地保全育成事業により、丘陵・台地に見る歴史的風致を
向上に寄与することができた。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的建造物の積極的な保全と活用
近世最大級の黒色火薬精製施設である国史跡「土清水塩硝

蔵跡」の遺構整備に向け、重点整備エリアの公有地化がほぼ
完了した。基本設計を終え、整備のための発掘調査及び実施
設計に着手する予定である。
■歴史的街並みの保全

金沢で最も古い用水といわれる大野庄用水は、金沢城築城に
大きな役割を果たしたと伝えられている。「大野庄用水沿い整備
事業」により、用水に隣接する道路の無電柱化及び修景整備を
行ったことで、道路と一体となった美しい用水景観が向上した。

また、城下町金沢の形成過程で重要な要素をなす内外二重
の惣構のうち、「安江町界隈整備事業」において西外惣構の暗
渠区間を開渠化するとともに、惣構沿道の無電柱化を行った。

これにより、用水沿いの安全な歩行空間の整備とともに、隣接
する復元された升形と併せた歴史的都市景観が形成された。

■歴史的建造物の周辺環境の保全
多言語化した遺構説明板や案内サインの設置や、外国人旅

行者向けパンフレットやウェブサイト等をリニューアルした。
それにより、外国人旅行者を含めた来訪者の回遊性が向上し

たほか、歴史的風致を構成する要素である街路・用水に触れる
機会が増加している。

（様式５）

19

大野庄用水沿い整備 Ｈ30

８ 街路・用水に見る歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

城下町を構成した街路網の基本的形態が現在も残る。また、藩政期に火除地として設けられた
といわれている街路の部分的な広がりを「広見」と呼び、現在も城下町の各所で見ることができる。
また、犀川・浅野川等を水源として旧城下町を中心に平野部を流れる用水が55水系あり、総延長
は約150㎞に及んでいる。城下の防衛・防火や灌漑などを目的につくられたこれらの用水は、現在
も市民の生活と密接に関わりながら流れている。

④ 今後の対応

金沢市用水保全条例に基づく届出に対する協議や無電柱化事業等により、今後も街路・用水
に見る歴史的風致の向上に努めていく。また、土清水塩硝蔵跡の遺構整備事業を推進することで、
歴史的風致の保全を図っていく。

③ 自己評価

大野庄用水沿い整備事業や安江町界隈整備事業では、用水
の護岸整備と隣接する道路の無電柱化及び修景整備を合わせ
て行うことで、良好な都市景観の形成に繋げることができた。ま
た、国史跡「土清水塩硝蔵跡」の遺構整備の推進、多言語化し
た遺構説明板や案内サインの設置など周辺環境の保全により、
歴史的風致の維持向上に寄与することができた。

対応する方針
Ⅰ 歴史的建造物の積極的な保全と活用
Ⅱ 歴史的街並みの保全
Ⅲ 歴史的建造物の周辺環境の保全

多言語化された案内板 R3
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
金沢の茶道文化は、市民茶会などを通して広く市民に親しま

れている。
「金沢茶道子ども塾」では、市内の小中学生が月２回で１年間、

抹茶・煎茶の礼儀作法のほか、茶道具づくりや和菓子づくりなど
の体験を通じて、茶道全般を楽しく学び、「茶会を催すために必
要なものを全て地元で揃えることができる」金沢の強みについて
理解を深めている。

そのなかで、藩政期から絶え間なくと受け継がれてきた伝統
工芸や食文化等にまで広がりを持つ「金沢の茶道」を子どもた
ちが学び、体験することを通じて、次代の茶道文化の担い手育
成と、伝統文化の継承が図られた。

また、百万石茶会など季節ごとに金沢城跡や兼六園の周辺な
どを会場とする大茶会が催されており、藩政期から今日まで多く
の人々が茶の湯を嗜んでいる。また、茶会では伝統工芸品の新
作茶器が使用されることも多く、茶の湯を嗜む人たちに愛されて
いる。

さらに茶の湯に関連して市内に和菓子店や銘茶店も多く、藩
政期初期からの伝統を受け継ぐ菓子や全国に知られた銘菓も
ある。

（様式５）

20

９ 茶の湯文化が育む歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

三代藩主利常に招かれた茶道宗和流金森宗和や裏千家仙叟宗室により広まった茶の湯は、工
芸、作庭の分野だけでなく、和菓子文化や自宅に茶室を設える建築文化など、現在も市民の生活
に大きな影響を与えている。

金沢の茶の湯文化が現在も広く市内全域で市民の生活の中で深く息づいており、歴史的建造
物とともに歴史的風致を形成している。

④ 今後の対応

今後も金沢茶道子ども塾や百万石茶会などに対して支援を行っていくことで、茶の湯文化が育
む歴史的風致の向上を図っていく。

③ 自己評価

金沢茶道子ども塾や百万石茶会等、様々な事業の開催により、
茶の湯文化が育む歴史的風致の向上に寄与している。

対応する方針 Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

金沢茶道子ども塾 稽古風景 R３

金沢茶道子ども塾
稽古風景(茶花体験) R３

和菓子と茶の湯
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
金沢城跡の橋爪門続櫓、五十間長屋や菱櫓などを背景にし

して、百万石まつりに併せて行われる百万石薪能の舞台等には
多くの人々が詰めかける。

一方、次世代を担う子ども達について、「加賀宝生子ども塾事
業」では、市内の小中学生に月２回の割合で２年間教えている。
塾を通じて、能楽が有する固有の文化性（美、礼節など）を人づ
くりに活かすとともに、本市の伝統文化の振興が図られた。

また、「金沢素囃子子ども塾事業」においても人づくりに活かす
とともに、本市の伝統文化の振興発展が図られた。

「こども芸術文化体験フェスタ開催事業」では、市内の小中学
生を対象に、夏に音楽文化を中心とした文化体験を1日間、冬
に伝統文化を中心とした文化体験を２日間実施した。体験フェス
タを通じて、将来、伝統芸能・伝統文化等の継承を担うこどもた
ちが、実際に伝統芸能を体験することで、裾野拡大や後継者育
成に寄与した。

（様式５）

21

こども芸術文化体験フェスタ
和太鼓体験 Ｒ３

10 伝統芸能が育む歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

藩政期から受け継がれてきた多くの伝統芸能を現在も市内各所で見ることができる。能楽の加
賀宝生は、藩主が奨励したことから武士や町人の間に広まり職人も謡を嗜んだ。また、加賀獅子
は、旧城下町のほか周辺地域の各町会において広く伝承され、地域に最も根付いた民俗芸能と
なっている。

伝統芸能が現在も広く市内全域で市民の中で息づいており、歴史的建造物とともに歴史的風致
を形成している。

④ 今後の対応

伝統芸能が育む歴史的風致を向上するため、引き続き百万石薪能、加賀宝生子ども塾事業や
金沢素囃子子ども塾事業など、伝統芸能・伝統文化等の継承に対して支援を実施していく。

③ 自己評価

百万石薪能や加賀宝生子ども塾事業、金沢素囃子子ども塾
事業により、藩政期から受け継がれてきた伝統芸能の観覧や
体験する機会の増加に繋げることができた。また、子ども芸術
文化体験フェスタ開催事業を通じて、伝統芸能を次代に引き継
ぐ裾野の拡大に寄与することができた。

対応する方針 Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成

加賀宝生(薪能)(金沢城公園)
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中間評価（歴史的風致別シート）

② 維持向上の経緯と成果

■歴史的街並みの保全
こまちなみ保存条例に基づき指定した保存区域では、区域ご

とに保存基準を定め、届出制による建築行為等の規制、誘導
や修理修景に対し「こまちなみ保存事業」で費用助成を行って
いる。
大野地区では、５年間で12件の修理修景が実施され、藩政期
から続く醤油造りの文化を色濃く残す醤油蔵と一体となった町
家など、城下町と密接に関わってきた地域としての歴史的風致
の維持向上が図られている。
また、市民団体による活発なイベントが開催されるなど、地元主
体によるまちの魅力発信が図られている。

■伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
「旧町名復活事業」において、金石地区では、金石通町、金

石下本町、金石味噌屋町、金石新町、金石今町、金石海禅寺
町、金石下寺町、金石上浜町、金石浜町、金石松前町、金石御
船町、金石上越前町及び金石相生町の旧町名が復活した。ま
た、沿道に設置されている旧町名等を記した石柱の「旧」の文
字を埋めるとともに、旧町名復活の経緯等を記した銘板を石柱
の隣に設置した。

（様式５）

22

こまちなみ保存事業 R３

旧町名復活記念式
(金石上越前町、金石相生町) R３

11 城下町と密接に関わってきた地域の歴史的風致 状況の変化 向上

① 歴史的風致の概要

旧城下町の周辺には、藩政期に物流や特別の産業によって城下町と深く関わりながら発展して
きた地域があり、現在でも歴史的風致を色濃く残す地区（金石・大野地区等）がある。

藩政期からの港町である大野や、城下町金沢の外港として栄えた金石等では、藩政期の商人
の生活風景を今でも見ることができるほか、独自の産業や民俗行事が継承されており、旧城下町
周辺には地域ごとの歴史的風致が形成されている。

④ 今後の対応

引き続き、こまちなみ保存事業を進めていくことで、城下町と密接に関わってきた地域の歴史的
風致を向上させていく。また、旧町名復活事業においては、今後も周知に努めて意識の醸成を
図っていく。

③ 自己評価

こまちなみ保存事業による修理修景に対して費用助成を行う
ことで、歴史的な街並みの保全に寄与することができた。また、
旧町名復活事業により、旧町名を復活し、地域コミュニティの強
化に繋げることができた。

対応する方針
Ⅱ 歴史的街並みの保全

Ⅳ 伝統行事、伝統文化及び工芸技術の継承、後継者の育成
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市町村名

中間評価（庁内体制シート） （様式６）

23

金沢市

① 庁内組織の体制・変化

② 庁内の意見・評価

歴史まちづくりの推進のための組織体制

文化財保護とまちづくりの整合を図るため、文化スポーツ局の文化財行政部門のほか都市政
策局、都市整備局、土木局の関連課を「まちづくりフロア」として一体的に配置し、月１回の連絡
会議を開催するなど、関連課の部局横断的な連携の強化を図っている

また、歴史都市推進プロジェクト会議により、歴史まちづくりの進行管理を行い、事業の着実な
推進を図ることができている。

（まちづくりフロア調整会議からの意見・評価）
・まちづくりに関する現状や課題等がまちづくりフロア全体で情報共有されることで、市全

体として横断的な連携が図られ、歴史まちづくりの推進に寄与している。

（庁内からの意見・評価）
・文化財行政部門の担当課が、他のまちづくり部署と同じ市長部局に組織され、かつ同じ

フロアに配置されており、連携が図りやすい。

・情報共有などが迅速に行え、円滑に業務を進めることができる。

以上のことから、今後も継続して現体制を維持し、関係部局間の連携を図り、円滑な
歴史まちづくりを推進する。

歴史都市推進プロジェクト・チーム

企画調整課 交通政策課
歩ける環境推進課 文化政策課
文化財保護課 歴史都市推進課
産業政策課 クラフト政策推進課
観光政策課 農業水産振興課
農業基盤整備課 森林再生課
市民協働推進課 都市計画課
景観政策課 緑と花の課
市街地再生課 住宅政策課
建築指導課 道路建設課
道路管理課 内水整備課
営繕課



H３０～R４年評価対象年度

24

市町村名

中間評価（住民評価・協議会意見シート）

② 協議会におけるコメント

（様式７）

24

金沢市

① 住民意見

(これまでのパブリックコメントにおける意見(H３０～Ｒ４)）
※Ｈ３０～Ｒ３のパブリックコメントにおける意見無し

Ｒ４年度
・事業・取り組みの進捗状況の評価に関して、自己評価に至る（定量的な）評価が分かり

にくく感じた。目標指標の設定等が示されると評価が分かりやすくなるのではないか。
・きめ細かな取り組みによって金沢の歴史的風致により一層の磨きがかかってきたと思う。

今後は、まだ活用しきれていない歴史的建造物の活用や用水・惣構の利活用など、引き
続きの取組みに期待している。

・こまちなみ保存事業について金沢市独自の素晴らしい制度だと思うが、年々歴史的な
まちなみが失われているように感じている。また、指定当時と比べ住民も入れ替わり、
意識も変わってきているのではないかと思う。
そのため、各町会や住民の方に対し、建物やまちなみとしての価値の認識や意識啓
発を兼ねたアンケート調査等を実施し、今後の評価に活用してはどうか。

・「街路・用水」について、すでに整備されている箇所のメンテンナスも十分に行っていく
ことが重要である。景観舗装や用水安全柵の損傷、一時しのぎ的な舗装補修などは、
せっかくの歴史的風致の質を落としてしまう。

(これまでの金沢市歴史まちづくり協議会におけるコメント(H３０年度～Ｒ４年度)）
Ｈ３０年度

・歴史的風致形成建造物については、今後、用水や庭など幅広く指定してほしい。

Ｒ元年度
･多言語化事業におけるフランス語やアラビア語への対応について､看板等はスペース
に限りがあるため、どういった対応方法があるか多言語化の在り方を検討していくこと。

･新規事業については､関係機関等と丁寧な調整の上､事業を推進すること。

Ｒ２年度
・木の文化都市の発想は共感できるが、商業業務区域等における防火地域・準防火地域
での 木造建築物のあり方について例えば、在来工法の規制緩和も考えているのか。

Ｒ３年度
・歴まち計画の制度上、事業を促進する区域として重点区域があるが、金石や大野な

ど、重点区域以外の取り組みを国の計画の中で盛り込んでもいいのか。
・新たに追加された木の文化都市・金沢創出モデル事業やまちなか辰巳用水修景事業
が、歴史的街並みの保全に関する事業に分類されているが、木の温もりを感じる街並
みの形成や用水の景観創出が保全の中に入るということで整理されているのか。

Ｒ４年度
・街中のカラスの糞害が地域の風致に影響を及ぼしている。解決のために庁内全体で考

えて欲しい。
・金沢は２つの川と３つの台地からなる特徴的な景観となっており、金沢は歩いて楽しむ

街だと思う。寺町から犀川に下りる坂が沢山あり、坂を綺麗に整備し周遊を促すことで、

より魅力が広がるのではないか。
・多岐に渡って金沢市が様々な事業を行っていることは、市民にはあまり知られていない。

今後はソフト的なこととしてPRを行い、広く浸透させていくことで、事業が進めやすく
なるのではないか。



H３０～R４年評価対象年度

25

市町村名

中間評価（全体の課題・対応シート）

② 今後の対応

１．歴史まちづくりの更なる推進
継続して各種事業と施策を展開し、関係課と連 携・調整を図りながら、歴史まちづくりに

取り組む。

２．歴史的建造物の継続的な保全
各種保全策の継続や支援制度拡充の検討を行っていく。

３．良好な景観を形成している石垣の保全
市が所管する石垣や用水の石積護岸などは、関係課と連携・調整を図りながら、積極的

に保全を図っていくとともに、私有の石垣については、保全に向けた所有者の意識醸成
に努めていく。

（様式８）

25

金沢市

① 全体の課題

１．本市の歴史的風致維持向上のため、引き続き事業に取り組む必要がある。

２．本市の歴史的風致を形成する重要な構成要素である歴史的建造物の滅失を抑制する
ため、継続的な保全を図る必要がある。

３．市内に残る石垣は、歴史的風致を形成する重要な構成要素であるが、保全に向けては、
現状の勾配での安全性の確保や費用の増大、所有者の意識醸成が課題となっている。


